
小国商工物産館の今後について

長岡市は、令和 3年 3月 に、「持続可能な行財政運営プラン」を策定し、「人口

減少などに対応 した公共施設の適正管理」に取 り組み、老朽化や人口減少に伴 う

市民負担の増加を踏まえ、利用状況などに応じた管理運営の効率化や統合、縮小、

廃止を進めるとともに、「長岡市公共建築物適正化計画」を策定し、次世代の負

担を増やさないよう、公共施設の総量の抑制 。削減 と適正な管理運営を進めるこ

ととしました。

小国商工物産館については、このたびの見直しにより、機能を廃止する方針 と

なりましたので、令和 3年 をもって施設は閉館 ( 部を除 く) する予定です。

(主な理由)

(1)貸館での利用が少ない状況が続いていること

(2)観光施設 目的での一般利用者は限られていること

(3)貸館については、近隣に「おぐにコミュニティセンター」などの貸館機能を

有する施設があること、観光案内については、市や小国観光協会のホームペ

ージなど各種媒体を活用した情報提供等が可能であることから、施設の閉館

に伴 う代替措置がとれること

(4)建物は竣工から25年が経過 し、電気設備や給排水設備など施設の老朽化が

進み、多額の費用をかけて大規模改修する必要があり、現状のままでの長期

的な使用は困難であること

施設の開館後について

(1)令和 4年度から施設の貸館は行いません。「おぐにコミュニティセンター」、

「小国会館」等の利用をご検討ください。

(2)小国町商工会は、令和 4年度以降も施設のす部を事務所 として使用する予定

です。

(3)小国町土地改良区は、令和 4年度以降も渡 り廊下を通じて トイレと給湯室を

使用する予定です。

担当 :小国支所産業建設課

容 95-5906
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小国商工物産館利用実績

小国商工物産館使用者内訳

62 80,700 325

70

84,300 359

42,700 292

111

使用者 H28 H29 H30 R2

長岡市 22 22 47

商工会、土地改良区、観光協会 28 29 24

団体 4 11 6

企業 12 8 7
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